
〈電気及び上下水道〉－５５－

契約口数 使用量 契約口数 使用量 契約口数 使用量 契約口数 使用量 契約口数 使用量
平成　1７ 19,463 75,874 4,230 2,153 14,768 65,430 420 8,198 45 93

18 19,624 75,646 4,263 2,157 14,891 65,366 422 8,050 48 72
19 19,567 78,853 4,322 2,888 14,773 67,997 414 7,882 58 86
20 19,575 77,876 4,309 2,850 14,823 67,314 419 7,589 24 123
21 19,656 77,329 4,292 2,835 14,910 67,154 420 7,251 34 89

契約口数 使用量 契約口数 使用量 契約口数 使用量 契約口数 使用量 契約口数 使用量
平成　1７ 2,071 143,341 94 34,962 1,285 32,464 7 71,849 685 4,066

18 1,861 10,551 Ｘ Ｘ 1,193 7,463 Ｘ X 668 3,088
19 1,802 10,546 Ｘ Ｘ 1,171 7,662 Ｘ X 631 2,884
20 1,751 9,976 Ｘ Ｘ 1,146 7,270 Ｘ Ｘ 605 2,706
21 1,713 9,459 Ｘ Ｘ 1,135 6,859 Ｘ Ｘ 578 2,600

　　　　化範囲（特定規模需要）のため非開示）

　　　　を使用する需要で、契約電力が原則として２０００キロワット以上のもの。動力設備の非常に大きな工場
　　　　がこれにあたる。(※ただし１８年度より自由化範囲（特定規模需要）のため非開示）
　 　（ｄ）臨時電力、農事用電力、深夜電力の合計である。臨時電力とは、契約使用期間が１年未満の需要
　　　　で、主として建設工事用電力がこれにあたる。農事用電力とは、農事用のかんがい配水のために動力

　　　　め必ずしも総数とは一致しない。
関西電力（株）相生営業所調

　　　　（高圧又は、特別高圧で電気の供給を受ける場合は、付帯電灯を含む。）を使用する需要である。
　　　　深夜電力とは、毎日午後１１時から翌日の午前７時までの時間を限り、温水のために動力（深夜電力
　　　　に限り、小型機器は動力とみなす。）を使用する需要である。（※ただし１８年度より高圧電力分は自由

資料：本表は、市町村別実績表により算出、年間使用量は、各項目別に千ＫＷＨ未満四捨五入してあるた

　　　　のビルがこれにあたる。(※ただし１８年度より自由化範囲（特定規模需要）のため非開示）
　 　（ｂ）低圧電力と高圧電力甲の合計である｡低圧電力とは､低圧で電気の供給を受けて動力を使用する需
　　　　要で、契約電力が原則として５０キロワット未満である。高圧電力甲とは高圧で電気の供給を受けて動
　　　　力（付帯電灯を含む。）を使用する需要で、契約電力が５０キロワット以上であり、かつ、５００キロワット

　　　　ワット未満であるもの。特別高圧電力とは､特別高圧で電気の供給を受けて動力（付帯電灯を含む。）

　　　　未満であるもの。低圧電力は設備の小さい会社、高圧電力甲は設備の大きな会社の工場の動力設備
　　　　がこれにあたる。（※ただし１８年度より高圧電力分は自由化範囲（特定規模需要）のため非開示）
　　 （ｃ）高圧電力乙と特別高圧電力の合計である。高圧電力乙とは高圧で電気の供給を受けて動力（付帯
　　　　電灯を含む。）を使用する需要で、契約電力が５００キロワット以上であり、かつ、原則として２０００キロ

　　ただし、電力自由化により、平成１８年度からは低圧により電気の供給を受ける需要のみの開示となった。

大　口　　（ｃ） そ　の　他　（ｄ）

注) （ａ) 高圧又は特別高圧で電気の供給を受けて､電灯若しくは小型機器を使用し､又は電灯若しくは小型
　　　　機器と動力とをあわせて使用する需要で､契約電力が５０キロワット以上であるもの｡官公庁や会社など

年　　度
総　　　　　数 業　務　用　（ａ） 小　口　　（ｂ）

　　　　キロアンペア以上であるもの。
　 　（ｄ）電灯又は小型機器を使用し、契約使用期間が１年未満の需要であるもの。
資料：本表は､市町村別実績表により算出、年間使用量は、各項目別に千ＫＷＨ未満四捨五入してあるた

　準電圧６０００ボルト、「特別高圧」とは標準電圧２００００ボルト、３００００ボルト又は７００００ボルトをいう。本表
　は、電気の需要を電力により受けるものについて表章した。数字の範囲は１に同じ。

(単位：千ＫＷＨ）

　　　　め必ずしも総数とは一致しない。
関西電力（株）相生営業所調

２　電力の需要状況（契約口数：各年度末現在、使用量：年間）

　　電力には、低圧、高圧、特別高圧がある。「低圧」とは標準電圧１００ボルト又は２００ボルト、「高圧」とは標

臨　　　時　（ｄ）

注) （ａ）電灯又は小型機器（主として家庭用に使用される電灯以外の電気機器）を使用する需用でその総容
　　　　量（入力）が１００ボルトアンペア以下であるもの。本表では、公衆街路灯も含む。
　 　（ｂ）一般家庭が使用する電灯、小型機器で、使用する最大容量が６キロボルトアンペア未満であるもの。
　　　　積算電力計により算出される。
　 　（ｃ）少し容量の大きい機器を使用する家庭及び容量の少ない機器を使用する事務所で、契約容量が６

９　　電　気　及　び　上　下　水　道

１　電灯の需要状況（契約口数：各年度末現在、使用量：年間）

　　電気の需要区分は、「電気供給約款」によれば電灯需要と電力需要に分かれている。「電灯」とは白熱
　電球、けい光灯、ネオン管灯水銀灯等の照明電気機器（付属装置を含む）をいう。

(単位：千ＫＷＨ）

年　　度
総　　　　　数 定　　　額　（ａ） 従　　量　　Ａ　（ｂ） 従　　量　　Ｂ　（ｃ）



－５６－〈電気及び上下水道〉

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

（人） 33,211 32,907 32,584 32,297 31,906

（人） 33,211 32,907 32,584 32,297 31,906

（戸） 13,599 13,684 13,621 13,656 13,666

（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（個） 13,599 13,684 13,621 13,656 13,666

（ｍ） 239,999 240,112 239,804 239,555 237,397

（㎥） 5,109,930 4,945,556 5,054,469 4,886,454 4,704,248

（㎥） 14,000 13,550 13,810 13,388 1,288

（ ｌ ） 422 412 424 415 404

（㎥） 16,615 15,760 15,256 16,184 15,102

（㎥） 12,080 12,283 11,390 12,040 10,554

（㎥） 4,647,977 4,462,239 4,548,226 4,388,651 4,192,818

（㎥） 4,647,977 4,462,239 4,548,226 4,388,651 4,192,818

（㎥） 3,984,650 3,922,089 3,860,185 3,758,073 3,696,651

（㎥） 663,327 540,150 688,041 630,578 496,167

（㎥） - - - - -

（％） 91.0 90.2 90.0 89.8 89.1

 給水人口
 ・普及率＝ × １００

 総 人 口

 有収水量
 ・有収率＝ × １００

 配 水 量

一 日 最 小

配 水 量

給 水 戸 数

普 及 率

給 水 装 置 数

有 収 率

一 般 用

一 般 分

特 定 工 場 分

公 衆 浴 場 用

配 水 管 総 延 長

　 　・給水装置とは、専用給水装置、私設消火栓のこと。

３　上水道の概況

総 人 口

給 水 人 口

有 収 水 量

区　　　　　　　　　　分

一 日 平 均

一 人 一 日 平 均

一 日 最 大

　　 ・配水量と配水管延長は、分水を除き、市町別有効水量で按分した。

　 　・有収水量とは使用水量のことで、工事放水、消防用水などの無収水量と漏水などの無効水量を

　　 ・特定工場分とは、石川島播磨重工業（株）相生事業所と関西電力（株）相生発電所である。

　　 　除いたもの。

　　 ・相生市のみの数値である。

西播磨水道企業団調

注) ・総人口・給水人口は各年度末現在



〈電気及び上下水道〉－５７－

処理区域には農業集落排水事業等は含まない。
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２３０，８０８
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１７

市、建設管理課調

５
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２３１，２８６

２３１，９０３

市、建設管理課調

管 　渠 　延　 長

　（２）　普及率 ・水洗化率

年　度
行政区域人口

年　　　　度 終　末　処　理　場 ポ 　ン 　プ 　場

ヶ所

１ ５

処理区域内世帯計　画　人　口

人 ｈａ 人 世帯

市、建設管理課調

４　下水道の概況

　（１）　下水道の普及状況

年　　　　　度
基　　本　　計　　画 施　　　　　　工　　　　　　済

排　水　面　積 排　水　面　積

１７

処理区域内人口

１８

１９

ｈａ

８１１

８１１

８１１

　

３０，８００

３０，８００

６９４．７０

６９５．００

２７，５８３６９５．３０３０，８００

１１，０７１

１１，１０５

１１，１１４

２７，９０２

２７，８４２

１１，２０２

（Ａ）

処 理 区 域 内
人 口

水 洗 化 人 口

（Ｂ） （Ｃ）

人 口 普 及 率

（Ｂ）/（Ａ）（Ｃ）/（Ａ）

水 洗 化 率

（Ｃ）/（Ｂ）
水 洗 化 戸 数

％ ％ ％

１９

人

３３，２１１

３２，９０７

３２，５８４

　

平成１７

１８

２６，７８４

２６，２９４

２６，３９３

人 戸

２７，９０２

２７，８４２

９，２２４

９，２６８

人

注）行政区域人口は、各年度末現在の住民基本台帳法と外国人登録法に基づく人口である。

　（３）　下水道施設

９６．０

９４．４

９５．７

８０．６

７９．９

８１．０

８４．０

８４．６

２７，１１３３１，９０６

２１ １１，２５５２７，１１３６９５．９０３０，８００８１１

９，４１４ ８４．７

２１ ２３２，３１９５１

２１ ９７．２８２．６８５．０９，６５０２６，３４７

２６，４６６ ９，５５９ ８４．８

平　　成

２０ ８１１ ３０，８００ ６９５．５０ ２７，３８４

２７，５８３

８１．９ ９６．６

平成

２０ １ ５ ２３２，１８１

２０ ３２，２９７ ２７，３８４




